
丹波市地域福祉計画推進協議会 

地域包括ケアシステム部会（第１回） 
 

日時：令和２年３月 30 日（月） 

13:30～２時間程度 

場所：本庁第２庁舎２階 201 会議室 

 

１．開 会 

 

２．部会長あいさつ 

 

３．委員自己紹介 
 ※自己紹介に合わせて、次の用語に対するイメージを一緒にお話し下さい。 

・「地域福祉」 

・「地域包括ケア」 

 

４．協 議 事 項 

（１）計画策定に要する基本用語の共通理解と解釈の共有 

  １）「地域福祉」と「地域福祉計画」とは？【P4～5】 

   

２）「地域包括ケアシステム」について【P6～29】 

  ・別紙「丹波市における地域包括ケアシステムの取組み」参照 

 

<意見交換> 

 

（２）地域福祉を進めるための圏域について（互助区域） 

 ・市、地域（○○町）、地区（小学校区、自治協議会）、自治会 etc 

 

○丹波市自治基本条例（平成23年12月22日条例第52号）抜粋 
（住民自治組織） 

第12条 市民は、地域が目指す将来像を自ら描き、その実現に向け主体的に取り組むため

に、概ね小学校区を単位とする地域内において、多様な主体で構成される住民自治組織

（以下「自治協議会」といいます。）を設置することができます。 

２ 一つの地域では一つの自治協議会のみを設置することができます。 

 

 

（３）自治協議会への意識調査を実施【P30～33】 

 ・別紙「自治協議会の地域福祉に関する意識調査票（私が住む地域の強み・弱

み等）」参照 

 

（４）専門部会で協議する事項について（次回、会議から） 

 ※市民アンケートの結果等を踏まえて８つの視点※をもとに課題や地域特性

を把握 

① 地域内の年齢構成（高齢化率、独居・高齢世帯、核家族化 etc） 

  ② 医療を受けやすい環境（医療機関、訪問看護 etc） 



  ③ 介護サービス等の状況（リハビリ施設を含む） 

  ④ 介護予防の取り組み（健康づくりを含む） 

  ⑤ 生活への支援体制（助け合いの取り組み） 

  ⑥ 住まいの状況（空き家、ゴミ屋敷 etc） 

  ⑦ 公共交通機関や道路等 

  ⑧ 防災対策 

 

（５）専門部会での協議手順等 

 ① 地域特性による地域課題の把握（市民アンケート＋自治協議会調査） 

  ② 目指すべき姿（地域の将来像） 

  ③ 基本目標（10 年後、20 年後等を想定） 

  ④ 具体的な取り組み（互助施策を含む） 

  ⑤ 評価と検証（手法の検討） 

 

★ 我が事意識「近い将来、自分がこの地域で安心して暮らしていくには」 

 

<質疑応答> 

 

５．そ の 他 

・今後の部会スケジュールについて 

  日 時：令和２年５月  日（  ） 午前・午後  時  分～ 

  場 所：本庁第２庁舎２階 201 会議室 

 

・次回の会議までに内容を確認いただきたいもの 

 （1）丹波市を取り巻く現状の整理【別冊資料】 

 （2）地域福祉に関するアンケート調査結果報告書【別冊資料】 

 

・次回（５月中旬）の会議で議題としたい事項 

 （1）市民アンケート結果及び自治協議会調査結果から見た各地域の特性、

地域の課題とは何か？ 

  （2）目指すべき姿、地域における将来像は？ 

 

６．閉 会 

 

 
〔資料の構成〕 

（１）会議次第                        P1～2 

（２）専門部会委員名簿                    P3 

（３）計画策定に要する基本用語の共通理解と解釈        P4～5 

（４）丹波市における地域包括ケアシステムの取組み        P6～29 

（５）自治協議会の意識調査（強いの強み・弱み等）       P30～33 

（６）丹波市を取り巻く現状の整理              【別冊】 

（７）地域福祉に関するアンケート調査報告書         【別冊】 
   ※単純集計及び性別・年齢・居住地域等の基本属性を基にクロス集計したもの 


